
よく使われる浮動小数点数
実際に使われている浮動小数点数の例としては、次のような形式があります。

ひとつ目は、ごくごくシンプルな浮動小数点数形式。

全体は32ビットで構成されています。指数部が負の数の場合は、2の補数を使ってあらわし、

仮数部には、0.Mと正規化したMの部分が入ります。

32ビットの形式例

0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

たとえば10進数の「0.375」という数字をこの形式であらわすと、次のようになります。

0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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